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研究成果の概要（和文）：自閉スペクトラム症(ASD)を対象に、埋没費用(事業や行為の中止を行っても戻ってこ
ない資金や労力)が関わる状況下での意思決定を調査した。結果、ASD群では定型発達群と比較して、埋没費用効
果が低いことが明らかになった。他にも、不確実さや公平性が関わる状況での意思決定を評価し、ASD群では、
経済学的に合理的な意思決定パターンを示すものの文脈感受性が低く、状況に即して柔軟な意思決定を行うこと
に困難さがあることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The sunk cost effect is the tendency to continue an investment or take an 
action even though it has higher future costs than benefits, if costs of time, money, or effort were
 previously incurred. This type of decision bias has long been documented in various disciplines, 
including economics, psychology, politics, organizational behavior, and biology. We modified a task 
exemplifying the sunk cost effect and used it to evaluate this behavior in individuals with autism 
spectrum disorder (ASD). We found that the sunk cost effect was lower in the ASD group than in the 
typical development  (TD) group. The results agree with previous evidence of reduced sensitivity to 
context stimuli in individuals with ASD and extend this finding to the context of the sunk cost 
effect.  Our findings will contribute to a better understanding of ASD and may be useful in 
addressing practical implications of their socioeconomic behavior.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題の一連の結果より、ASDの意思決定において、困難さだけでなく長所も明らかになってきた。同結果
は、自己理解の向上や環境調整への一助となることが期待される。今後、ADHDとの比較、行動経済学的手法・複
数のモダリティーのMRI・反復性経頭蓋磁気刺激法などを組み合わせることでメカニズムを深く検証し、同疾患
群の心理社会的介入、新規治療法を検討する上で重要な手掛かりとしていきたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

自閉スペクトラム症(ASD)や注意欠如多動症(ADHD)をはじめとした発達障害の発現頻度は高
く、同疾患群の社会的孤立が生み出す経済損失は膨大である。このため、同疾患群の柔軟性や適
応能力を高める新規治療法の開発が切望されているが、大きく進展していないのが現状である。
その要因の一つとして、発達障害の社会的行動特性の病態理解が、いまだ不十分なことがあげら
れてきた[Luke et al., Autism. 2012; Shah et al., Mol Autism. 2016]。 

近年、社会神経科学、なかでもとりわけ、経済数理モデルを用いて人間の意思決定を実証的
に調べる行動経済学および神経経済学が急速に興隆してきた。これに伴い、道徳観・共感性・曖
昧性・公平性などの複雑な要素が関わる社会状況における行動の個人差を、意思決定の観点から
客観的・定量的に評価できるようになってきた[Sharp et al., Biol Psychiatry. 2012]。同手
法を応用することで、発達障害の病態や診断に対する理解が深まることが期待されている。 

 
 

２．研究の目的 
上記背景のもと本研究課題では、社会神経科学/行動経済学的手法を用いて、複雑で心理的葛

藤が生じる場面における発達障害の意思決定を、客観的・定量的に評価することを目的とする。
これにより、意思決定を軸とした発達障害の本質的病態理解、効果的な介入方法への応用の一助
としたい。 
 
 
３．研究の方法 

ASD 群、定型発達(TD)群を対象に、埋没費用(事業や行為の中止を行っても戻ってこない資金
や労力)が関わる状況下での意思決定を調査した。また、不確実さや公平性が関わる状況での意
思決定や、認知的完結欲求(Need for closure)と認知的柔軟性の関連を調べることで、発達障害
の意思決定を多面的に検証した。 
 
 
４．研究成果 

埋没費用が関わる状況での意
思決定を調べる課題を作成し、ASD
群 27 人、TD 群 29 人のデータを
解析した。結果、ASD 群では TD 群
と比較して、埋没費用効果が低下
し て い た [Fujino et al., J 
Autism Dev Disord. 2019（図 1）]。
また、TD群では、埋没費用の増加
に伴って、埋没費用効果に関する
スコアも上昇したが、ASD 群でそ
のような現象はみられなかった。
なお、ASD 群では、TD 群と比較し
て、課題中の選択反応時間も埋没
費用に影響を受けにくかった。以
上より、ASD では、埋没費用が関わ
る状況下において、文脈感受性が
低く、合理的な意思決定を行うこ
とが示唆された。 

さらに、投資に関する課題を作
成し、埋没費用効果が関わるもの
の上記とは異なるタイプの意思決
定も調査した[Fujino et al., Eur 
Arch Psychiatry Clin Neurosci. 
2019（図 2）]。ASD 群 24 人と年
齢、性別、喫煙状況、教育年数、IQ
がマッチしたTD群 21人が解析対
象となった。TD群では、過去に投
資を行うと、次に投資を行う度合
いが高くなる傾向を認めた。しか
し、ASD 群においては、同様の傾向
は認めなかった。個人差は大きい
ものの、同課題においても、ASD 群
では TD 群と比較して埋没費用効
果が低下していることを示唆し
た。 



また、ASD 群、TD群を対象に、
認 知 的 完 結 欲 求 (Need for 
closure)と認知的柔軟性の関連を
調べた。ASD群ではTD群と比べて、
Need for closure scale の 5つの
subscale の中で、preference for 
predictability と closed-
mindedness が高く、decisiveness
が低い結果であった。また、ASD 群
と TD 群のどちらの群においても、
これら 3 つの subscale が認知的
柔軟性と有意な相関を認めた。
ASD、TD どちらにおいても、認知的
柔軟性に、認知的完結欲求、特に
上記 3 つの component が重要であ
り、認知行動療法などの介入を検
討する上で有用な知見となること
が示唆された[Fujino et al., 
Psychiatry Res. 2019（図 3）]。 

本研究課題の一連の結果から、
ASD の意思決定において、困難さ
だけでなく長所も明らかになってきた。今後、ADHD との比較、行動経済学的手法・複数のモダ
リティーの MRI・反復性経頭蓋磁気刺激法などを組み合わせることでメカニズムを深く検証し、
同疾患群の心理社会的介入、新規治療法を検討する上で重要な手掛かりとしていきたい。 
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